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学生のみなさまへ学生のみなさまへ

　2024年4月に放送大学千葉学習センターの所長に就任いたしました高橋浩
之です。よろしくお願いいたします。

　私は2023年3月まで千葉大学教育学部で勤務しており、健康教育学を専門
とし、主として養護教諭や保健体育教員の養成にかかわってきました。放送大
学においては、2018年から、当時、所長であった宮野モモ子先生のお誘いに
より面接授業「リテラシーとしての公衆衛生学」を担当させていただいており、
2023年からは前所長の片岡洋子先生からのお誘いでミニゼミ「保健の授業を
学び直す」を開かせていただいています。とは言うものの放送大学は修学の形
態や学生の多様性などの面で千葉大学やその他の大学と大きく異なるところが
あり、当面、学生の皆さんと一緒に学びながらの勤務になると考えています。

　学ぶということに関してですが、学生の皆さんは何のために学んでいるので
しょうか。学士などの学位を取るため、教員免許状を取るため、認定心理士な
ど、その他の資格を取るためという方も多くいらっしゃるでしょう。また、仕
事や生活の上で役立つ知識や技術を獲得するためという方もいらっしゃるで
しょうか。もちろん、それらは人間の築いてきた文化を継承するという意味で
学ぶことの本質にかかわることでしょう。しかし、私自身が学ぶことに関して
一番感じるのは楽しみということです。今でも思い出すのですが、私は理科系
の学生だったにもかかわらず大学で最もと言って良いほど楽しみだった授業は
放送大学の教授もされた笠原一男先生の日本史でした。笠原先生が学生の拍手
を浴びながら壇上に上がり、浄土真宗に関して語り始める一瞬が昨日のように
思い出されます。また「大変な修行や大きな功徳など必要なく、ただひたすら
に南無阿弥陀仏と唱えれば極楽に行けるという教えに宗教の本質があるのでは
ないか」という先生の言葉に衝撃を受けたことも記憶に残っています。

　当たり前のことかもしれませんが、私は楽しいことが大好きな人間です。昨
年度は、念願のH2Aロケットの打ち上げを種子島まで見に行ったり、これも
興味があった旭山動物園に行ったりと旅行を楽しみました。日常ではテニスク
ラブに通い、囲碁・将棋、テレビゲームも大好きです。しかし、多くの楽しみ
の中でも最近大きな割合を占めているのが実は放送大学の授業なのです。今ま
でまったく関心がなかった政治学に、これは前から関心があったローマ帝国の
話が入り口になって興味を持ちはじめ、いくつかの授業を聞かせていただいて
います。自宅にいながら、その世界で一流の高い見識を持った先生がわかりや
すく話をして下さるというのですから、こんなに素晴らしいことはありません。

　おそらく人間という生き物は進化の過程で、生きるために役立つ知識や技術
を得る学びに喜びを感じるようになったのではないでしょうか。現代では多く
の人が、役に立つということとは別に、学ぶこと自体に楽しさを感じるように
なりました。しかし、それは、ある程度の豊かさと平和がなければ実現しない
ことを忘れてはいけません。是非、学生の皆さんにはその許された幸せを感じ
つつ、学問の世界に没頭して欲しいと思います。私自身は、笠原先生のように
皆さんに知的な楽しみを与えられるよう授業、あるいは、学習環境づくりとい
う面で努力を続けたいと考えています。

2024年4月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  千葉学習センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　長     高　橋　浩　之　
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2024年度授業等日程2024年度授業等日程

第１学期

第 2 学期

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 7
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22 23 24 25 26 27 28
29 30

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6
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14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 7
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22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3
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月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4
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月 火 水 木 金 土 日
1 2
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24 25 26 27 28

月 火 水 木 金 土 日
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

月 火 水 木 金 土 日
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

月 火 水 木 金 土 日
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

月 火 水 木 金 土 日
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

4 April

10 October

7 July

1 January

5 May

11 November

8 August

2 February

6 June

12 December

9 September

3 March

　　　　　　　　　　　　　　　赤数字　センター閉所日

面接授業期間（第１学期：4/13 ～ 7/28   第２学期：10/12 ～ 1/26）

単位認定試験期間（第１学期：7/14 ～ 7/22   第２学期：1/19 ～ 1/27）
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2024年度学年暦2024年度学年暦

4　　月

1 月 閉所日 
第1学期放送授業開始（～7/14）

2 火
3 水
4 木

5 金 第1学期オンライン授業開始（～
8/31）

6 土 第1学期入学者の集い 
大学院研究指導オリエンテーション

7 日 大学院研究指導オリエンテーション
8 月 閉所日
9 火
10 水
11 木
12 金

13 土 第1学期面接授業開始（～7/28） 
面接授業空席発表

14 日
15 月 閉所日
16 火
17 水
18 木 面接授業追加登録受付開始（～7/14）
19 金
20 土
21 日
22 月 閉所日
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土
28 日
29 月 休日（昭和の日）
30 火 臨時閉所日

5　　月

1 水
司書教諭講習出願・科目登録受付開始

（～5/31） 
第1学期ライブWeb授業開始（～7月
中旬）

2 木
3 金 休日（憲法記念日）
4 土 休日（みどりの日）
5 日 休日（こどもの日）
6 月 振替休日
7 火

8 水 通信指導 Web 提出受付開始（～
5/29）

9 木
10 金
11 土
12 日
13 月 閉所日
14 火

15 水 通信指導郵送提出受付開始（～
5/29）

16 木
17 金
18 土
19 日
20 月 閉所日
21 火
22 水
23 木
24 金
25 土
26 日
27 月 閉所日
28 火
29 水 通信指導提出受付終了
30 木

31 金 司書教諭講習出願・科目登録受付終
了

第１学期

面接授業期間（第 1 学期：4/13 ～ 7/28　
第 2 学期：10/12 ～ 1/26）

単位認定試験期間（第 1 学期：7/14 ～
7/22　第 2 学期：1/19 ～ 1/27）
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6　　月
1 土
2 日
3 月 閉所日
4 火
5 水
6 木
7 金
8 土
9 日

10 月
閉所日 
2024年度第2学期第1回学生募集受
付開始（～8/31）

11 火
12 水
13 木
14 金
15 土
16 日
17 月 閉所日
18 火
19 水
20 木
21 金
22 土
23 日 卒業研究ガイダンス（Zoom）
24 月 閉所日
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土
30 日

7　　月
1 月 閉所日
2 火
3 水
4 木
5 金
6 土
7 日
8 月 閉所日
9 火
10 水
11 木
12 金
13 土

14 日
単位認定試験（Web） 
第1学期放送授業終了 
面接授業追加登録受付終了

15 月 休日（海の日） 
単位認定試験（Web）

16 火 単位認定試験（Web）
17 水 単位認定試験（Web）

18 木 単位認定試験（Web） 
（記述・併用式～24:00）

19 金 単位認定試験（Web）

20 土 単位認定試験（Web） 
司書教諭講習放送授業開始（～8/4）

21 日 単位認定試験（Web）

22 月
閉所日 
単位認定試験（Web） 

（択一式～17:00）
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土

28 日 臨時閉所日 
第1学期面接授業終了

29 月 閉所日
30 火
31 水 体育実技単位認定申請期限

6 月上旬　卒業研究履修の手引配布開始
6 月中旬　既修得単位認定通知発送
　　　　　（入学時申請者）

7 月上旬～中旬　継続入学用関連書類発送
7 月中旬　科目登録申請要項等発送
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2024年度学年暦2024年度学年暦

8　　月
1 木
2 金
3 土
4 日 司書教諭講習放送授業終了
5 月 閉所日
6 火
7 水
8 木
9 金
10 土 臨時閉所日
11 日 休日（山の日）
12 月 振替休日
13 火 臨時閉所日
14 水 臨時閉所日

15 木

臨時閉所日 
2024年度第2学期科目登録申請受付開始

（～郵送8/30、Web8/31） 
2025年4月入学修士全科生／博士全科生
出願受付開始（～8/26） 
司書教諭講習通信指導提出期限

16 金 臨時閉所日
17 土
18 日
19 月 閉所日
20 火
21 水
22 木
23 金
24 土
25 日

26 月
閉所日 
2025年4月入学修士全科生／博士全
科生出願受付終了

27 火
28 水
29 木

30 金 2024年度第2学期科目登録申請郵送受付
終了

31 土

2024年度第2学期第1回学生募集受付終
了 
2024年度第2学期科目登録申請 Web 受
付終了 
第1学期オンライン授業終了

9　　月

1 日 2024年度第2学期第2回学生募集受
付開始（～9/10）

2 月 閉所日
3 火
4 水
5 木
6 金
7 土
8 日
9 月 閉所日

10 火 2024年度第2学期第2回学生募集受
付終了

11 水
12 木
13 金
14 土
15 日
16 月 休日（敬老の日）
17 火 臨時閉所日
18 水
19 木
20 金
21 土 第1学期学位記授与式
22 日 休日（秋分の日）
23 月 振替休日
24 火
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日
30 月 閉所日

第１学期

8 月中旬～下旬　成績通知発送
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11 月下旬　2025 年度第 1 学期第 1 回学生
　　　　　募集受付開始（～ 2/28）
11 月下旬～ 12 月上旬　司書教諭講習成績
　　　　　通知発送

10　　月
1 火 第2学期放送授業開始（～1/20）
2 水
3 木

4 金 第2学期オンライン授業開始（～
2/28）

5 土 2025年4月入学修士全科生／博士全
科生第1次選考（筆記）

6 日 第2学期入学者の集い

7 月
閉所日 
司書教諭講習単位認定試験課題提出
期限

8 火
9 水
10 木
11 金

12 土 第2学期面接授業開始（～1/26） 
面接授業空席発表

13 日 2025年4月入学修士全科生／博士全
科生第1次選考（筆記）予備日

14 月 休日（スポーツの日）
15 火 臨時閉所日
16 水
17 木 面接授業追加登録受付開始（～1/12）
18 金
19 土
20 日
21 月 閉所日
22 火
23 水
24 木
25 金
26 土
27 日
28 月 閉所日
29 火
30 水
31 木

11　　月

1 金 第2学期ライブ Web 授業開始（～1
月中旬）

2 土
3 日 休日（文化の日）開所
4 月 振替休日
5 火
6 水
7 木 通信指導提出受付開始（～11/28）
8 金

9 土 2025年4月入学博士全科生第2次選
考（面接）

10 日
11 月 閉所日
12 火
13 水
14 木
15 金

16 土 2025年4月入学修士全科生第2次選
考（面接）

17 日 2025年4月入学修士全科生第2次選
考（面接）

18 月 閉所日
19 火
20 水
21 木
22 金
23 土 休日（勤労感謝の日）開所
24 日
25 月 閉所日
26 火
27 水
28 木 通信指導提出受付終了
29 金
30 土

第２学期
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2024年度学年暦2024年度学年暦

12　　月
1 日
2 月 閉所日
3 火
4 水
5 木
6 金
7 土
8 日
9 月 閉所日
10 火
11 水
12 木
13 金
14 土
15 日
16 月 閉所日
17 火
18 水
19 木
20 金
21 土
22 日
23 月 閉所日
24 火
25 水
26 木
27 金
28 土 臨時閉所日
29 日 年末休日
30 月 年末休日
31 火 年末休日

2025 年 1 月
1 水 休日（元日）
2 木 年始休日
3 金 年始休日
4 土
5 日
6 月 閉所日
7 火
8 水
9 木
10 金
11 土
12 日 面接授業追加登録受付終了
13 月 休日（成人の日）
14 火 臨時閉所日
15 水
16 木
17 金
18 土
19 日 単位認定試験（Web）

20 月
閉所日 
単位認定試験（Web） 
第2学期放送授業終了

21 火 単位認定試験（Web）
22 水 単位認定試験（Web）

23 木 単位認定試験（Web） 
（記述・併用式～24:00）

24 金 単位認定試験（Web）
25 土 単位認定試験（Web）

26 日 単位認定試験（Web） 
第2学期面接授業終了

27 月
閉所日 
単位認定試験（Web） 

（択一式～17:00）
28 火
29 水
30 木
31 金 体育実技単位認定申請期限

第２学期

12月中旬　既修得単位認定通知発送
　　　　（入学時申請者）

1 月中旬　継続入学用関連書類発送
1 月中旬　科目登録申請要項等発送
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2　　月
1 土
2 日
3 月 閉所日
4 火
5 水
6 木
7 金
8 土
9 日
10 月 閉所日
11 火 休日（建国記念の日）
12 水

13 木 2025年度第1学期科目登録申請受付
開始（～郵送2/27、Web2/28）

14 金
15 土
16 日
17 月 閉所日
18 火
19 水
20 木
21 金
22 土
23 日 休日（天皇誕生日）
24 月 振替休日
25 火
26 水

27 木 2025年度第1学期科目登録申請郵送
受付終了

28 金

2025年度第1学期第1回学生募集受
付終了 
2025年度第1学期科目登録申請
Web 受付終了 
第2学期オンライン授業終了

3　　月

1 土 2025年度第1学期第2回学生募集受
付開始（～3月中旬）

2 日
3 月 閉所日
4 火
5 水
6 木
7 金
8 土
9 日
10 月 閉所日
11 火
12 水
13 木
14 金
15 土
16 日
17 月 閉所日
18 火
19 水
20 木 休日（春分の日）
21 金
22 土
23 日
24 月 閉所日
25 火
26 水
27 木
28 金
29 土
30 日
31 月 閉所日

3月中旬　司書教諭講習修了証書発送
3月中旬　2025年度第1学期第2回学生募集

受付終了
3月下旬　学位記授与式（本部主催）

2月中旬～下旬　成績通知発送
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学習センターについて学習センターについて

期　　間 センター開所時間 事務室窓口

開所日
（火～日）

通常期間  10：00 ～ 17：00  10：00 ～ 17：00
面接授業開講日 　9：00 ～ 18：00 9：20 ～ 17：30

閉所日

月曜日
国民の祝日
年末年始（12 月 29 日～翌１月３日）
学長または千葉学習センター所長が特に必要と認めた日

備　考
①開所日・開所時間は都合により変更する場合があります。
②開所日・利用時間は学習センターごとに異なりますので、千葉学習
　センター以外をご利用の際はご注意ください。https://www.ouj.ac.jp/about/ouj/song/

大学HP 学歌

https://www.sc.ouj.ac.jp/center/chiba/

千葉学習センターHP   P8

←こっち

主な業務
◦面接授業、単位認定試験の実施
◦学生の学習上の各種相談
◦各種証明書の発行
◦学生教育研究災害傷害保険の取扱い
◦奨学生の募集
◦グループ研究・課外活動等のための施設貸出業務
◦ウェブサイト・広報紙による学習センター事業の広報　など

センターを利用できる方
◦本学の学生
◦その他所長の許可を得た者

利用上の注意事項
◦学習センター・附属図書館を利用する際は、学生証を必ず携行してください。
◦学習センター内では、他の方へ迷惑にならないよう静粛に願います。
◦学習センター及び放送大学本部敷地内での火気の使用及び危険物等の持ち込
　みは禁止します。
◦学習センター及び放送大学本部敷地内において、許可なく、宣伝・勧誘及び
　営利を目的とする販売等の活動を行うことは禁止します。
◦学習センター敷地内の電源を、携帯電話・パソコン等の機器充電のために　

個人的に利用することは禁止します。

開所日と利用時間

学習センターウェブサイト
千葉学習センターウェブサイトでは、授業・試験日程、
学生生活、各種手続き、講演会等の学習センター行事の
お知らせやセンター所属の学生団体の紹介など、学習セ
ンターの各種情報を発信しています。

【千葉学習センターウェブサイト】
　https://www.sc.ouj.ac.jp/center/chiba/
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　「THE CHIBA OUJ」
千葉学習センターでは、原則として年数回、「THE CHIBA OUJ」を発行し、
センターからのお知らせをはじめ、様々な情報を発信しています。学習センター
ウェブサイトよりバックナンバーもご覧いただけます。

　　　　学　生　証
学生証は、放送大学の学生であることを証明する身分証明書です。常に携行し、
教職員からの請求があった場合には、提示をお願いいたします。なお、学生証
を他人へ貸与または譲渡することは禁じられています。また、スマホケースな
どの磁気にご注意下さい。

（『学生生活の栞』学部：Ｐ18～ ／大学院：Ｐ24～ ）

●学生証が必要となる場合
　①学習センター・附属図書館・セミナーハウスを利用する場合
　②単位認定試験を受験、面接授業を受講する場合
　③面接授業科目の追加登録をする場合
　④各種証明書の交付を申請する場合
　⑤大学の行事等に参加する場合
　⑥単位認定試験の過去問題・解答の所内貸出を受ける場合
　⑦学割証により乗車券を購入する場合及びそれを利用して乗車する場合など

※正門及び北門を通過する際、守衛所に学生証の提示を求められる場合があ
ります。

●学生証発行手続き
学生証を発行するためには「写真票」を大学本部に提出し、システムＷＡＫ
ＡＢＡに写真データが登録されることが必要です。システムＷＡＫＡＢＡロ
グインＩＤをお持ちの方であれは、システムＷＡＫＡＢＡの「学生カルテ」
から直接顔写真を登録することが可能です。入学生の学生証は、入学する
学期の開始日（１学期は４月１日、２学期は 10 月１日）後の開所日より交
付します。入学料及び授業料の入金確認の約３週間後に送付される「入学許
可書」をお持ちのうえ、学習センター窓口へお越しください。「入学許可書」
をもとに、本人とシステムＷＡＫＡＢＡに登録されたデータを確認のうえ、
学生証を交付します。在学生の有効期限切れに伴う更新の場合は、有効期限
後の開所日より新しい学生証と交換しますので、古い学生証を学習センター
窓口へお持ちください。 

●有効期限
学生証の有効期限は、全科履修生の場合は２年間、選科履修生の場合は１年
間、科目履修生の場合は１学期間（半年間）です。有効期限を経過したり、
退学等により学籍を失った場合は、学習センター窓口へ返却してください。
なお、学籍が継続する場合（休学中も含む）には、期限切れの学生証をお持
ちのうえ、学習センター窓口で発行手続きを行ってください。交付は有効期
限後の開所日からとなります。

●再発行
紛失や盗難等により学生証を失った場合、汚損等により使用不能となった場
合及び氏名の変更があった場合には、速やかに「学生証再発行願」へ必要事
項を記入のうえ、学習センター窓口にて再発行手続きを行ってください。
　※再発行には手数料 500 円が必要となります。



10 11

施設案内図施設案内図

パソコン
実習室

第１実験室

第２実験室
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会議室 倉庫倉庫

第８講義室第７講義室第６講義室第５講義室

第４講義室
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※飲食可能

集い室

特別研修室

同窓会室

１階１階

２階２階

玄関

だれでもだれでも
トイレトイレ

だれでもだれでも
トイレトイレ

中
庭

エントランスホール

キッズ
ルーム

学生
PC 室

集い室
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施設の利用について施設の利用について

　　　　施設の使用
サークル活動等のため、学習センター講義室等の使用を希望する場合には、
事前に「施設使用願」を学習センター窓口へ提出のうえ、使用許可を受けて
ください。「施設使用願」は、原則として使用する日が属する月の前月１日（１
日が閉所の場合は翌日）から受け付けます。
なお、利用時間は、曜日を問わず原則午前 10 時から午後４時までとします。
また、開所日であっても、単位認定試験期間（準備・後片付け期間を含む）、
その他のセンター事業が行われている場合、使用できないことがあります。

　　　 掲示板の利用
１階事務室脇エントランスホール、学生ホール、２階集い室に学生用の掲示
板を設置しています。
文書・ポスターの掲示を希望する場合は、事前に「文書等掲示願」を学習セ
ンター窓口へ提出のうえ、掲示許可を受けてください。
掲示期間は３週間以内、大きさは原則として B ４版以内とします。

　　　　学生ホール
会話・休憩等ができるスペースです。飲み物・軽食等の自動販売機のほか、
電子レンジを設置しています。

　　　 集　い　室
自習・打合せ・食事等の多目的スペースです。利用申込みの必要はありませ
んが、多くの方に気持ち良く利用していただくため、大声での会話や必要以
上のスペース確保など、他の利用者の迷惑となる行為はご遠慮願います。

　　　 教務用掲示板
１階事務室脇エントランスホール・学生ホールに教務用の掲示板を設置して
います。面接授業、単位認定試験、学習相談、その他教務に関する連絡事項
が掲示されていますので、学習センターへ来所した際は、必ず確認するよう
にしてください。

　　　コインロッカー
正面玄関脇にコインロッカーを設置しています。利用時に１００円硬貨が必
要となりますが、硬貨は利用後に返却されます。利用する際、貴重品はロッ
カーに入れずに必ずご自身でお持ちください。
なお、利用は当日限りですので、お帰りの際には必ず荷物をお持ち帰りくだ
さい。また、ロッカーの鍵を紛失した場合は、実費を徴収しますのでご注意
ください。
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施設の利用について施設の利用について

　　　駐車場・駐輪場
学習センター及び放送大学本部敷地内には、限られた駐車スペースしかあり
ません。来所の際はできるだけ公共交通機関をご利用ください。身体等に障
がいをお持ちの方が、車での通学を希望される場合は、事前に学習センター
窓口へご相談ください。自転車で来所する場合は、指定された駐輪スペース
をご利用ください。
なお、構内での事故等について、学習センターでは一切の責任を負いません。

　　　　電　　　話
学生のみなさんに対する外部からの呼び出し電話は、緊急かつやむを得ない場
合を除き、原則として取り次ぐことはいたしません。
なお、携帯電話を使用する場合は、周囲に迷惑がかからないようご注意願いま
す。特に講義室等の他の方に迷惑となる場所での通話はご遠慮願います。
また、学習センター、放送大学本部敷地内には公衆電話がありませんので、携
帯電話をお持ちでない方は、近隣ショッピングセンター等をご利用ください。

　　　　飲　　　食
飲食をする場合は、１階学生ホール、メインラウンジ、２階集い室、中庭をご
利用ください。それ以外の場所での飲食はご遠慮願います。
なお、土日の面接授業の際は、センター内の飲み物自動販売機が売り切れとな
ることが多いため、通学途中でお買い求めいただくことをお勧めします。

　　　　忘　れ　物
拾得物は学習センター事務室で保管しています。お心当たりの方は、学生証
など本人確認できるものをご用意のうえ、学習センター窓口までお越しくだ
さい。忘れ物・落し物を拾われた方は、学習センター窓口、または放送大学
本部構内の守衛所までお持ちください。

　　　　喫　　　煙
学習センター建物内は禁煙です。定められた喫煙場所をご利用ください。
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附属図書館の利用について附属図書館の利用について

貸出冊数 貸出期間
本学の大学院学生

（休学者除く）
博士後期課程 図書 30 冊以内

１ヶ月修士課程 図書 20 冊以内
本学の卒業研究履修生（休学者除く） 図書 20 冊以内
本学の学部学生（休学者除く） 図書 10 冊以内

※参考図書、雑誌、映像音響資料、貴重図書は貸出できません。
※貸出期限内であって次の予約が入っていない場合は、１回に限り２週間の延長ができ

ます。
※貸出中の資料には、次回の貸出予約をすることができます。

（『学生生活の栞』学部：Ｐ106～／大学院：Ｐ101～）
2007 年 4 月に、千葉学習センター図書室及び視聴学習室は、センターに隣接
する放送大学附属図書館に統合されました。図書の貸出を希望する方は、学生
証をご用意のうえ、附属図書館をご利用ください。

　　　　 利用案内
開館時間：９：30 ～ 17：00
休館日：毎月第４月曜日
※（７，１月を除く）、年末年始（12 月 28 日～ 1 月４日）
※第 4 月曜日が祝日の場合は、翌平日。
※開館時間、休館日が変更となる場合がありますので、利用前には必ず附属図書館ウェブサ

イト等でご確認願います。

●入館方法
筆記用具等の持ち込みは自由ですが、かばんその他の手荷物は入館前に館内
のコインロッカー（利用料 100 円は利用後に返却されます）へ預けてくだ
さい。入館口は自動ゲートになっていますので、学生証を読み取らせて入館
してください。

●貸出冊数・期間
　【図書資料】

●貸出のほかに受けられる主なサービス
・レファレンスサービス（文献の探し方・所蔵調査等の質問受付）
・各学習センター所蔵図書の取り寄せ
・他大学図書館等の資料の文献複写、図書の借用（実費負担）及び、他大学図
　書館等利用のための紹介状発行
・図書の自宅配送サービス（全科生対象・実費負担）
・学生図書リクエストの申込み（全科生・選科生対象）
・電子ジャーナル、学術情報データベースの利用
・館内施設、設置機器等の利用（AVブース、グループ視聴室、演習室 など）

※詳細は「図書館利用案内」または附属図書館ウェブサイト
　（https://lib.ouj.ac.jp/）をご覧ください。
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行事・課外活動等について行事・課外活動等について

　　　　講　演　会
学習センターでは、幅広い分野の講師をお迎えして、学生のみなさんや地域
の方々を対象に無料公開講演会を開催しています。講演内容やスケジュール
については、学習センターウェブサイト、館内掲示ポスター、センター広報
紙等でお知らせします。

 　　入学者の集い・学位記授与式
学習センターでは、毎年４月初旬に４月入学者を対象にした第１学期入学者
の集いを、９月下旬には 9 月卒業生・修了生を対象にした学位記授与式を、
さらに 10 月初旬には 10 月入学者を対象にした第２学期入学者の集いを、
いずれも学習センター２階大講義室で行います。
なお、第２学期の学位記授与式は、全国行事として毎年３月下旬に開催され
ます。

　　　　 所長表彰
第１学期と第２学期の卒業・修了時期にあわせて、優秀な学業成績を修めた
方や、社会貢献等の優れた活動を行った個人・団体などを対象に学習センター
所長表彰を行っています。

　　　　秋 祭 り
毎年９月頃、学習センターに所属する学生のみなさんの自主的参加のもと、
様々な企画を通じて学生相互の親睦を図るとともに、センターでの学習や課
外活動の成果を発表して、地域の方々と交流することを目的とする「千葉学
習センター秋祭り“幕張祭”」を開催しています。企画・運営を学生主体の
実行委員会が中心となって行います。日程、出展募集のお知らせ等は学習セ
ンターウェブサイト、掲示ポスター、センター広報紙等でお知らせします。

　　　　 ミニゼミ
学習センターでは、学生のみなさんを対象にセンター所長や客員教員による
ミニゼミを無料開講しています。文学、音楽、生物、地学など各教員の専門
分野に関係したテーマについて、基本的には少人数で先生を囲んでのゼミ
ナール形式で行われていますが、各自が設定したテーマの研究、報告会での
発表など形態は様々です。学校での授業は、ともすれば一方向的な話の流れ
になりがちですが、ミニゼミは双方向性、相互啓発性の高い学習形態です。
いずれのゼミも人数制限がありますが、興味のある方は是非ご参加ください。
ミニゼミ募集については、概要が決まり次第所内掲示ポスター、センター広
報紙、センターウェブサイト等でお知らせします。
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放送大学千葉学習センター学生団体
カウンセリング研究会

放送大学千葉学習センター学生団体
テイクバック　テニスサークル

放送大学千葉学習センター学生団体
テニスクラブ　コスモス

放送大学千葉学習センター学生団体
若葉スケッチ会

放送大学千葉学習センター学生団体
ソフトボールクラブ

放送大学千葉学習センター学生団体
千葉合唱サークル

放送大学千葉学習センター学生団体
テニス同好会　若葉

放送大学千葉学習センター学生団体
千葉囲碁クラブ

放送大学千葉学習センター学生団体
シニアライフ研究会

放送大学千葉学習センター学生団体
軽音楽部

放送大学千葉学習センター学生団体
古文書を読む会

放送大学千葉学習センター学生団体
千葉コンピュータユーザーズ

放送大学学生団体
心理臨床研修会

放送大学千葉学習センター学生団体
楽しむ読書サークル

放送大学千葉学習センター学生団体
スペイン語友の会

放送大学千葉学習センター学生団体
石ひろいの会
放送大学千葉学習センター学生団体
つれづれ会

●課外活動（『学生生活の栞』学部：Ｐ114～）

　　　 サークル活動
学生のみなさんが、互いに研究やスポーツ等による交流を図るため、サーク
ルや学生団体を結成することができます。新たに団体を設立する場合は、全
科履修生または選科履修生の中から責任者を定めるなど、設立に必要な条件
を満たしたうえで、毎年４月または 10 月の受付期間中に「学生団体設立願」
を提出し、設立許可を受ける必要があります。
2024 年１月現在、千葉学習センターで放送大学学長により設置が許可され
ている千葉学習センター学生団体は下表のとおりです。
各団体の活動内容・加入方法等については、学習センターウェブサイトまた
は所内に掲示された各団体紹介ポスターをご覧ください。

　　　　同　窓　会
◦千葉同窓会入会資格
千葉学習センターに所属していた卒業生・修了生であればどなたでも入会で
きます。また、在学生の方も入会できます。卒業・修了式の際に千葉同窓会
より入会申込書をお渡しいたします。随時受付もしております。

◦千葉同窓会会報の発行
千葉同窓会では、年２回（７、12 月）同窓会報を発行し、会員の皆様へ発
送しております。同時に放送大学からイベント案内も同封されます。

◦年間活動等
千葉同窓会では、会員および在学生の親睦を目的とした見学会・研修旅行な
どを年２回（６、10 月）開催しています。行事案内と申し込みについては、
同窓会報及び学内掲示板でお知らせいたします。
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学習上の諸注意学習上の諸注意

●科目登録� （『学生生活の栞』学部：Ｐ57～／大学院：Ｐ56～）
放送大学では、次学期に履修したい授業科目を、前学期中に郵送またはシステム
ＷＡＫＡＢＡのいずれかによって申請し、科目登録することが必要となります。

　　　 科目登録方法
①前学期中に放送大学本部から送付される『科目登録申請要項』添付の「科目

登録申請票」に履修を希望する授業科目を記入し、申請期間内に大学本部へ
郵送してください。申請はシステムＷＡＫＡＢＡでも可能ですが、郵送との
重複申請はできませんのでご注意ください。

②申請票に基づき大学本部で選考の結果、登録となった科目については「科目
登録決定通知書」により通知されます。通知書に記載されている単位数合計
分の授業料を所定の期日までに払込取扱票により納入してください。

③印刷教材等は、授業料の振り込みが確認された後に発送されます。

●通信指導� （『学生生活の栞』学部：Ｐ64～／大学院：Ｐ64～）
放送及び印刷教材により行われる授業科目では、授業の一部として、各学期の途
中に１回、一定の範囲で出題される通信指導が行われます。

　　　通信指導の流れ
【第１学期】
①通信指導問題は、一部の新規開設科目を除いて印刷教材と一緒に発送されま

す。
②答案は、各学期の放送授業第８回が終了した後、定められた期間内に大学本

部へ提出してください。提出方法は一部の科目を除いて郵送のほか、インター
ネット上で通信指導問題の提出・解説の閲覧ができる「Web 通信指導」で
送信することも可能です。定められた期間内に提出しなかった場合は、その
科目の当該学期における単位認定試験の受験資格は得られませんのでご注意
ください。

③提出された答案は、担当教員が添削指導を行い、添削結果を送付します。添
削の結果、不合格となった場合は、その科目の当該学期における単位認定試
験の受験資格は得られません。なお、通信指導の合否結果は、添削結果と同
時期に送付される「単位認定試験通知（受験票）」によって通知されます。

【第２学期】
　原則 Web 通信指導による提出（郵送提出科目を除く）となりますので、問

題冊子の送付はありません。詳しくは、『学生生活の栞』をご参照ください。

●単位認定試験� （『学生生活の栞』学部：Ｐ68～／大学院：Ｐ68～）
放送授業を履修し、通信指導の結果により受験資格を得た方は、各学期末に行わ
れる当該科目の単位認定試験を受験することができます。

試験実施方法および出題形式
2022 年度から単位認定試験は、Web 受験方式により実施しています（郵
送受験方式の科目を除く）。
自宅等からインターネットを通じて Web 単位認定試験システムにアクセス
して受験します。試験期間中いつでも受験可能ですが、１科目 50 分の制限
時間があり、各科目 1 回のみ受験可能です。
出題形式は、「択一式」「記述式」「併用式」があり、各科目の出題形式は「授
業科目案内」に記載しています。
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開　講　学　期 開　講　期　間
2024 年度第１学期 2024 年 4 月 13 日（土）～ 7 月 28 日（日）
2024 年度第２学期 2024 年 10 月 12 日（土）～ 2025 年 1 月 26 日（日）

千葉学習センター面接授業実施時間
１時限  9：50 ～ 11：20 ３時限 14：05 ～ 15：35
２時限 11：35 ～ 13：05 ４時限 15：50 ～ 17：20

●面接授業� （『学生生活の栞』学部：Ｐ36～）
面接授業は、学習センター等で他の学生と一緒に直接講師から指導を受ける授業
です。全国 50か所の学習センター及び７か所のサテライトスペースで、年間 3,000 
クラスの面接授業が開講されています。

　　　　 開講時期
面接授業は全国の学習センター等で開講されます。千葉学習センターでの開
講科目だけでなく、他の学習センター等で開講される科目を受講することも
可能です。

　　　 授業実施時間
授業の実施時間は学習センター等によって異なりますので、事前に開講日・
時間帯を必ずご確認願います。１科目は１時間 30 分の授業７回と 45 分の
授業１回で構成されています。

　　　受講にあたって
◦面接授業を受講するには、科目登録が必要となります。科目登録方法につ

いては、『学生生活の栞』『面接授業時間割表』をご覧ください。

◦科目登録で決定された科目については、取り消し、クラス及び学習センター
等の変更は認められませんのでご注意ください。なお、科目登録申請を行っ
ても、定員の都合上受講できない場合がありますので、申請結果は必ず「科
目登録決定通知書」で確認してください。

◦面接授業の追加登録は、科目を開設している各学習センターで行います。
各学習センターの追加登録実施方法については、『面接授業開設科目一覧』

『面接授業時間割表』をご覧ください。

◦面接授業の開講日及び担当講師は、都合により変更となる場合があります
ので、あらかじめご了承願います。

◦千葉学習センター開設の面接授業の休講・変更については、１階事務室脇
エントランスホールの教務用掲示板及びシステムＷＡＫＡＢＡ及び学習セ
ンターウェブサイトでお知らせします。

◦面接授業で提出したレポートを事務室から返却する場合は、１階事務室脇
エントランスホールの教務用掲示板でお知らせしますので、学生証を用意
のうえ学習センター窓口までお越しください。保管期限は、翌学期末まで
です。

◦昼食の際は、センター内の飲食可能スペースをご利用ください。なお、セ
ンター内には、飲み物・菓子類の自動販売機しかありませんので、食事を
お持ちでない場合は、近隣のコンビニエンスストア・スーパーマーケット
でお買い求めいただくか、近隣の飲食店をご利用ください。また学内・セ
ンター内に食堂はありません。
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学習上の諸注意学習上の諸注意

　　　　共　修　生
本学の学生でない一般の方や、すでに修得した面接授業科目を再度受講した
い方など、正規に面接授業科目を登録した学生以外の方でも、単位の修得は
できませんが、「共修生」として聴講することが可能です。ただし、受講可
能科目は、追加登録受付終了後に空き定員がある科目に限られます。入学料
は不要ですが、１科目 6,000 円の受講料が必要となります。詳細は学習セ
ンター窓口でご確認ください。

●卒業研究� （『学生生活の栞』学部：Ｐ 47 ～）
卒業研究は、全科履修生の選択科目です（必修ではありません）。履修する
には、履修前年度に「卒業研究申請書」の審査により履修が認められること
が必要です。なお、履修申請をするには原則として、申請年度の４月１日に
おいて全科履修生としての在学期間が２年以上であり、かつ 62 単位以上を
修得していることが必要となります。
卒業研究履修の詳細については、６月上旬に各学習センター窓口で配付予定
の『卒業研究履修の手引』をご覧ください。

●体育実技� （『学生生活の栞』学部：Ｐ 48 ～）
体育実技は、全科履修生の選択科目です（必修ではありません）。体育実技
の科目登録後、各地で社会体育事業等として行われている各種の体育・スポー
ツ教室などに参加することにより、体育実技の単位（１単位）が認められま
す。通信指導・単位認定試験は実施されません。なお、体育実技の科目履修
にかかる費用については、すべて本人負担となります。
身体に障がいを有する方の体育実技については、千葉学習センターをはじめ
放送大学の主な学習センターにおいて、各学期３日程度（１日当たり４～５
時間）、個々の特性に応じた体育実技授業を開設します。参加希望の方は、
科目登録のうえ、事前に学習センター窓口にご相談ください。
体育実技履修の詳細については、『体育実技履修の手引』をご覧ください。
放送大学ウェブサイトまたは学習センター窓口にてご覧いただけます。
また、システムＷＡＫＡＢＡにも「体育実技履修の手引」及び「体育実技か
んたんガイド」を掲載しています。

●質問票について�（『学生生活の栞』学部：Ｐ79～ ／大学院〈修士課程のみ〉Ｐ78～ ）
印刷教材や放送教材での学習を進めていく中で生じる様々な疑問を、自らの
手で解消することでより深い学習効果が得られることになりますが、自分で
調べてもどうしても解消できない疑問が生じた場合には、次の方法で主任講
師に質問し回答を受けることにより、それを実現することもできます。
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◦主任講師への質問方法
質問するには、①『学生生活の栞』巻末の質問票（学部：様式 14 ／大学院：
様式 13）を用いて郵送する方法と②システムＷＡＫＡＢＡ内に設けられて
いる「質問箱」から行う方法の２つがあります。電話で質問することはでき
ません。また、主任講師に直接メール等で質問することはできません。必ず
質問票・質問箱を利用してください。
　
質問する際は、以下の注意事項をよく読んで送付してください。
ア　質問の内容は、現在履修中の科目（再試験対象者含む）で修学上生じた

授業内容に直接関わる学問的なことに限ります。履修外の科目や閉講科
目についての質問、また、日常で生じた疑問点は対象になりません。

イ　質問は、印刷教材等における該当箇所を明示し、関係部分を引用するな
どできるだけ具体的に作成してください。（例：○章○ページ○行、○
年度第○学期単位認定試験問題について、など）

ウ　質問は、まずご自身で十分調べて、その中でどうしても理解できない内
容を具体的に記載してください。

エ　計算等が必要な質問は、必ず疑問点に至る過程を書いてください。

◦質問に対する回答
質問への回答は、主任講師からの個別回答で行うこととしています。ただし、
主任講師からの個別回答は、質問の妥当性・回答の必要性等について各主任
講師が判断のうえ行いますので、回答できない場合があります。また、主任
講師の都合や、諸事情により回答に時間のかかる場合がありますので、余裕
を持って質問をしてください。

◦質問票（郵送）の作成・提出上の注意
ア　質問科目が複数にわたる場合は、用紙をコピーして科目ごとに作成して

ください。記入する際は、ボールペンを使用してください。パソコンを
使用する場合は、所定様式で作成するか、質問部分を所定様式にあわせ
て作成し、貼付してください。なお、質問内容が確認できるように、コ
ピーやメモをお手元に保管してください。

イ　封筒は、ご自身で用意していただき、必ず大学本部学生課宛に送付して
ください。

　　（※学習センターまたは教員に直接送付した場合は、回答できません）
ウ　第四種郵便物（通信教育用郵便物）を利用する場合は、以下の注意を守っ

てお送りください。郵便料金は 100 グラムまで 15 円です。（2024 年
１月現在）（※料金の詳細については、郵便局ウェブサイトまたは直接
郵便局で確認してください）
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諸手続き・諸証明書発行諸手続き・諸証明書発行

種　　類 『学生生活の栞』 提出先（修士全科生・博士全科生）
「所属コース・専攻変更願兼カリ
キュラム移行届」 学　部：P82 大学本部学生課入学・履修係

所属学習センター変更願 学　部：P83
大学院：P81、85

大学本部学生課入学・履修係
（〃 教務課大学院企画・入試係）

休学届／復学届／退学届 学　部：P86 ～ 89
大学院：P88 ～ 90

大学本部学生課入学・履修係
（〃 教務課大学院企画・入試係）

（『学生生活の栞』学部：Ｐ 20,21 ／大学院：Ｐ 29,30）
◦各種様式

各種届出・申請のための様式及び証明書発行申請様式は、『学生生活の栞』
の巻末、学習センター窓口横のカウンターに備えてあります。また、システ
ムＷＡＫＡＢＡには各種申請用紙が PDF で用意されていますので、そちら
を印刷してご利用いただけます。

◦注意事項
届出・申請の種類により、受付期間が決められていたり、学生種により提出
先が異なっていますので、提出にあたっては、必ず『学生生活の栞』で事前
によく確認をしてください。

マークがついた手続きは、システム WAKABA から手続きが可能です。

　　　 氏名等の変更
在学期間中に氏名等の変更があった時は、速やかに『学生生活の栞』巻末の
様式または、学習センター窓口横のカウンターに備えてある「氏名等変更届」
に、戸籍または免許証など氏名等を変更したことが確認できる書類の写しを
添えて、大学本部学生課入学・履修係へ提出してください。
また、あわせて学生証の再発行手続きも行ってください。
※修士全科生・博士全科生の提出先は大学本部教務課大学院企画・入試係と

なりますのでご注意ください。

　　　 住所等の変更
在学期間中に現住所または連絡先に変更があったときは、速やかに『学生生
活の栞』巻末の様式または、学習センター窓口横のカウンターに備えてある

「住所等変更届」を所属学習センターに提出してください。
※現住所に変更があった場合は、必ず最寄りの郵便局にも「転居届」を提出

してください。

　　　 職業等の変更
在学期間中に職業等に変更があったときは、速やかに『学生生活の栞』巻末
の様式または、学習センター窓口横のカウンターに備えてある「職業等変更
届」を大学本部学生課入学・履修係へ提出してください。
※修士全科生・博士全科生の提出先は大学本部教務課大学院研究指導係とな

りますのでご注意ください。

　　　 その他手続き
下表の届出・申請は、いずれも提出先が大学本部となっています。また、受
付期間が設定されていますので『学生生活の栞』で事前によく確認をしてく
ださい。
なお、下表の届出・申請はいずれもシステム WAKABA から手続きが可能です。
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種　類 保険料 保険期間
学生教育研究災害保険 100 円 ６年間

（ただし、期間中連続して
在学中であること）通学特約 プラス  40 円

付帯賠償 プラス 340 円 １年

（『学生生活の栞』学部：Ｐ 97 ～／大学院：Ｐ 93 ～）
　　 各種証明書の発行

在学中または卒業後に各種証明書が必要となった場合は『学生生活の栞』巻
末、システム WAKABA のキャンパスライフ機能、学習センター窓口横の
カウンターのいずれかで「諸証明書交付願」を入手し、必要事項を記入のう
え請求してください。発行手数料は１通につき 200 円です。

◦「在学証明書」「成績・単位修得証明書」「卒業／修了証明書」「卒業／修了
見込証明書」「在学期間証明書」「履修証明書」は所属学習センター以外でも
発行します。

◦教員免許状申請用または学芸員等の資格にかかる単位修得証明書、大学院受
験のための調査書は所属学習センターでのみ発行します。これら特殊な証明
書の発行には約２週間程度かかりますので、余裕をもって請求するようご注
意ください。

◦郵送による申請方法については、『学生生活の栞』をご覧ください。

（『学生生活の栞』学部：Ｐ 122 ～／大学院：Ｐ 115 ～）
　　　 学割証の発行

全科履修生・修士全科生・博士全科生が、自宅から学習センター又は大学本
部に通学する場合等に「学割証」の交付を受けると、ＪＲ・私鉄・バスの乗
車券等を割引料金で購入することができます。発行区間は、実際に利用する
経路にかかわらず、目的地までの最短経路となります。また回数券の場合は、
往復が同一経路である場合に限ります。
※乗車券の種類、割引率、購入方法等は会社により異なりますので、所属学

習センターへお問い合わせください。
◦申請方法

学習センター事務室窓口横のカウンターに備えてある所定の交付願（システ
ム WAKABA のキャンパスライフ機能）に必要事項を記入のうえ、学生証
を添えてお申込みください。
千葉学習センターでは、郵送による申請は受け付けていないのでご注意くだ
さい。

（『学生生活の栞』学部：Ｐ 124 ～／大学院：Ｐ 117 ～）
 学生教育研究災害傷害保険

学生のみなさんが教育研究活動中に被る事故に対する補償を目的とする、任
意加入の保険制度です。全科履修生だけでなく、すべての学生種の方が加入
することができます。万一の事故に備えてこの保険に加入することをお勧め
します。

◦加入方法
加入を希望する方は、学習センター窓口へ学生証と保険料を添えてお申込み
ください。所属学習センター以外でも加入できます。なお、保険の効力は加
入申込み翌日午前０時からとなります。面接授業やミニゼミ等の課外活動に
際して加入する場合は、申込み翌日から適用のため実施日前日までに加入す
るようご注意ください。
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学内システムの利用について学内システムの利用について

● Web サービス� （『学生生活の栞』学部：Ｐ 109 ～／大学院：Ｐ 104 ～）
放送大学では、学生のみなさんの修学をサポートするため、次のサービスを提
供しています。
　①システム WAKABA（特別聴講学生は一部機能使用不可）
　②キャンパスメール（特別聴講学生は使用不可）

　　システム WAKABA
システム WAKABA は、学生がインターネットを介して利用できる本学の
教務情報システムであり、学籍情報や単位の修得状況等を閲覧するための「①
教務情報機能」、学生生活における各種お知らせや手続情報を取得するため
の「②キャンパスライフ機能」及び、放送授業等の履修科目の学修を支援す
るための「③授業サポート機能」を兼ね備えた、本学学生のためのポータル

（入口）サイトとして機能します。
【主な機能：①教務情報機能】
※学生種によって利用できる機能は異なります。
◦学生カルテ（学籍情報、住所・連絡先情報、履修情報、単位修得状況

情報、教材発送情報など）
◦変更・異動手続
◦履修成績照会
◦科目登録申請
◦所属コース変更及びカリキュラム移行のシミュレーション・手続
◦シラバス参照　

【主な機能：②キャンパスライフ機能】
◦学内連絡（大学・学習センターからのお知らせ）
◦スケジュール（放送・面接授業の予定、試験期間の予定　他）
◦学内ＦＡＱ（本学に関するＦＡＱ）
◦各種届出等申請様式（手続関係等の様式取得　他）
◦セミナーハウス予約
　

【主な機能：③授業サポート機能】
◦授業連絡（履修する放送授業に関する主任講師からのお知らせ）
◦授業共有ファイル（履修する放送授業に関する主任講師からの補助教

材等の提供）
◦質問箱（履修中の放送授業等の内容に関し主任講師へ質問する機能）
◦資料室（印刷教材の正誤表等、全学生が共通して授業関連の情報を得

るための機能）
◦談話室（一部の放送授業科目に関するコミュニケーション機能）
◦学内リンク（インターネット配信システム、オンライン授業システム、
　Web 通信指導システム、単位認定試験の問題・解答ページ等への各

種リンク）

※モバイル端末からの利用について
　システムＷＡＫＡＢＡは、タブレットＰＣやスマートフォンなどのモ

バイル端末にも対応しております（ただし、一部機能には制限があり
ます）。
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学内システムの利用について・ハラスメントについて・学生相談について学内システムの利用について・ハラスメントについて・学生相談について

　 キャンパスメール
「キャンパスメール」は、Web ブラウザを利用したメールシステムです。学
生全員にメールアドレスが割り振られており、学外のパソコンからでも自由
に利用することができます。

　ハラスメントについて
ハラスメント（相手を不快にさせる言動・行為）は学生の皆様の学習環境を
悪化させるだけでなく、センターの様々な業務にも支障を与える行為です。
千葉学習センターではあらゆるハラスメントをなくし、豊かな学習環境を提
供し、皆様に安心した学生生活を送っていただくよう努めております。その
ためには以下のことを守り、ハラスメントのない学習センターの学習環境に
なるよう、皆様の御協力をお願いします。

１．自分の言動に対し、相手が不快感をもっていると気付いたら、その行
為はすぐにやめましょう。

２．不快な事や不快な思いをした時は「Ｎｏ」とはっきり言えるようにし
ましょう。

３．ハラスメントにあったり、ハラスメントを見聞きしたときは、学習セ
ンターのハラスメント相談員（所長・事務長）に相談するか、所長室
前の手紙箱へ連絡先と氏名を明記し投函してください。

　学生相談
千葉学習センターでは、学生のみなさんが抱えている悩みや問題について、
ともに考え話し合い、みなさんがより豊かな学生生活を送ることができるよ
う学生相談室を設置しております。相談したい方は氏名・学籍番号・連絡先
を明記のうえ、下記メールアドレスに申し込みください。（学生相談室入口
近くに相談ボックスを設置し、そこでも申し込みができるようになっており
ます。）なお、相談は千葉学習センター所属の学生に限らせていただきます。

　　　相談日時　　毎月第 2・4 日曜日を予定　　10 時～ 17 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12 時から 13 時を除く）
　　　相談場所　　学生相談室（1 階）

　　　連 絡 先　　soudan-chiba@ouj.ac.jp　

           ※秘密は堅く守ります。安心してお越しください。
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千葉学習センター教員千葉学習センター教員

学習センター所長
高　橋　浩　之　千葉学習センター所長／特任教授（専門：健康教育学）

客員教員等

青　砥　清　一　 客員教授　　（専門：憲法・スペイン語教育）

伊　藤　　　誠　 客員教授　　（専門：音楽科教育・ヴァイオリン）

伊　藤　　　愼　 客員教授　　（専門：地球科学）

片　岡　洋　子　 客員教授　　（専門：教育学）

金　子　智栄子　 客員教授　　（専門：教育心理学・保育心理学・教育相談・カウンセリング）

柴　　　佳世乃　 客員教授　　（専門：中世文学）

御　巫　由　紀　 客員教授　　（専門：植物分類学）

三　野　弘　文　 客員教授　　（専門：物理学）

兼　古　勝　史　 客員准教授　（専門：音楽教育）

矢　口　貴　志　 客員准教授　（専門：真菌学）
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大学本部及び他の学習センター大学本部及び他の学習センター

センター等名 所在地 電話番号

放送大学本部 〒 261-8586　
千葉市美浜区若葉 2-11 043-276-5111

茨城学習センター
〒 310-0056　
水戸市文京 2-1-1

（茨城大学水戸キャンパス内）
029-228-0683

栃木学習センター
〒 321-0943　
宇都宮市峰町 350

（宇都宮大学峰キャンパス内）
028-632-0572

群馬学習センター 〒 371-0032　
前橋市若宮町 1-13-2 027-230-1085

埼玉学習センター
〒 330-0853　
さいたま市大宮区錦町 682-2

（JACK 大宮ビル 8・9・10 階）
048-650-2611

東京渋谷学習センター
〒 150-0043　
渋谷区道玄坂 1-10-7

（五島育英会ビル 1 階）
03-5428-3011

東京文京学習センター
〒 112-0012　
文京区大塚 3-29-1

（筑波大学東京キャンパス文京校舎内）
03-5395-8688

東京足立学習センター
〒 120-0034　
足立区千住 5-13-5

（学びピア 21 6 階）
03-5244-2760

東京多摩学習センター
〒 187-0045　
小平市学園西町 1-29-1

（一橋大学小平国際キャンパス内）
042-349-3467

神奈川学習センター 〒 232-8510　
横浜市南区大岡 2-31-1 045-710-1910

新潟学習センター
〒 951-8122　
新潟市中央区旭町通 1 番町 754

（新潟大学旭町キャンパス内）
025-228-2651

山梨学習センター
〒 400-0016　
甲府市武田 4-4-37

（山梨大学甲府キャンパス内）
055-251-2238

長野学習センター
〒 392-0004　
諏訪市諏訪 1-6-1

（アーク諏訪 3 階）
0266-58-2332

（学習センターは、南関東・北関東ブロックのみ掲載）
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